
く参考IJ

アルブミン製剤の適正使用く使用指針の要約から抜如

口 目的

急性の低蛋白血症に基づく病態.また他の治療法では管理が困難な慢性低
蛋白血症による病態に対して.アルブミンを補充することにより一時的な病

態の改善を図るために便用する.

口 使用指針
り 出血性ショック等.

2J人工心肺を使用する手術
3フ肝硬変に伴う難治性腹水に対する治療
41難治性の浮腫.肺水腫を伴うネフローゼ症候群,
5 J循環動態が不安走な血液透析等の体外循環施行時
61凝固因子の補充を必要としない治療的血渠交換療法

p

7J重症熟傷

8J嘘蛋白血症に起因する肺水腫あるいは著名な浮腫が認められる場合
9 1循環血渠量の著名な減少を伴う急性陣炎など

ロ 投与量

投与量の算定には下記の計算式-を用いるo このようにして.得られたアルブ

主ン量を患者の病状に応じて.通常2-3日で分割投与する.

必要投与量くgl -期待上昇濃度くgldU x循環血菜量くdU x 25

ただし.期待上昇濃度は期待値と実測値の差l循環血柴量は0.4dLlkgl投

与アルブミンの血管内回収率は4110く40%lとする.

ロ 不適切な便用
11蛋白質源としての栄養補絵
21脳虚血

3I単なる血清アルブミン濃度の維持
4I未期患者Jlの投与

口 使用上の注意点
り ナトリウム含有量
21肺水腫,心不全-

31血圧低下

41利尿

5Jアルブ主ン合成能の低下
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